
第４回かわまちラボ 検証結果のまとめ

検証① あらかわ号の運行

検証の狙い①

河川空間のオープン化※に向けた
占用エリア（候補）の活動検証

ラボメンバー協働による新たな魅力づくり
（パッケージプログラム案）の検証

検証の狙い②

事業性

Point①：集客に寄与する導入機能

Point②：利用快適性（空間）

Point③：地域との関わり

かわとまちの一体利用
（一部事業性を含む）

Point①：協働による新たな活用プログラム

※オープン化により、占用許可を受けた
事業者の営業活動が可能

Point②：水上と河川敷内建物の一体利用

Point③：かわとまちの一体利用

検証の視点

検証の視点

□検証の目的（第３回かわまちラボ結果より）

検証② 水上アクティビティの運用検証

検証③パルクールの実演

検証④ amoa ３階の活用に関する意見交換
検証⑤ 今後の活動についての意見交換

検証⑥ 夜間の活用検証・水辺で乾杯

⇒ 「グループワーク成果」を参照

・ 船に乗ることで、普段は見ることのない広域の風景を

見ることが可能

・ 観光ガイドや河川事務所の方から解説してもらうこと

で、水門の歴史などについての学びが深まる

・ 河川敷は近隣と一定の距離があるため、ストリート

ピアノ等の音を出す活動が可能

・ 夜間でも安全に活動できるよう、また、赤水門のラ

イトアップにも活用できる照明設備があるとよい

・ 赤水門に川から近づいて迫力ある景色を体験できる

ため、観光や史跡巡りの面で高い需要が見込める

・ 赤水門の上流は水の流れがほとんど無いが、泥や苔

で滑りやすいため、乗り降りの際の安全対策が必要

・ 指導者がいる中で体験できると、子どもや高齢者

でも安心感があり、参加がしやすい

・ 街中も含め、様々なアーバンスポーツとの連携が

考えられる



第４回かわまちラボ グループワーク成果①荒川知水資料館（amoa）３階の空間活用
【A班】空間活用の考え方・アイデア ・映画の上映会、

パブリックビューイング
・サウナ
・ビアガーデン
・養蜂
・クラフトビールづくり
・飲食店の一時出店
・河川のライトアップに
合わせた活用イベント
（BBQ等）

・ヨガ・ジム・ピラティス

〈河川敷の利活用促進サービス〉
・貸出（遊具等、テントサウナ）

〈プログラム・スクール〉
・体験学習プログラム（企業利用）
・市民提案の企画スペース
・アフタースクール（子どもたちの放課後
の居場所）、アクティビティスクール

〈テーマ型拠点〉
・（仮）アウトドアラボ
−備品レンタル
−カフェ
−スクール
−ロッカー
−サークル（活動）
・ステーション
（ランニング、サイクル、トライアスロン）
・ゲストハウス
・コワーキング
・カフェ、テーマ型カフェ（動物、絵本）
・道の駅（スーパー）
・バー、スタンド
・休憩空間
・学生食堂
・駄菓子屋

具体的なアイデアは吹き出しに記述

テラスの活用イメージ



第４回かわまちラボ グループワーク成果①荒川知水資料館（amoa）３階の空間活用

天井も改築

レイアウトが
変えられる
ようにする

（パーテーショ
ンなど）

天井の
デザインも
今風に

テラスにも壁側には水槽を設置
荒川に棲息する魚なども提示する

（1階にもあるが、くつろぎと癒しで）

荒川の生態系
が一目で
分かる

宮村先生が寄贈された貴重な
資料や文献・古書などもっと

PRして誰もが利用しやすくする

テーブル席＋
窓際のカウンター席

川の見える景色に活かす
西側窓からの
景色を見る
ことができる
カウンターが
あると良い

川にいるよう
な解放感

事業に参入し
やすいように

床面は誰でも
入れるように
（大きい車いす

など）

本棚はまとめる
スぺースで仕切る

カフェとして運営したい
事業者が入りやすいように

西・東側の窓を通る
風の気持ちよさを
大切にしたい

土日・平日の
使い分け

休日（平日も？）
日替わりカフェ

高校生（or専門学校）
レストラン

上映・
コンサート
スペース

河川敷より
ハードルが

高い

テラスの利活用・
屋外映画鑑賞・
ビアガーデン

パブリック
ビューイング
＆ビアガーデン

岩淵小学校と
連携して

児童館として
利用する

平日夕・夜
キッズ・親子
スペース

住宅地から距離がある

点を活かす

河川敷でなくても
川を楽しむ

ゆう杉並（児童館）
の進化系

いかせる
チャレンジ実践の場

川にいる感覚

間取り重視

【 A班 意見交換①ワークシート】



第４回かわまちラボ グループワーク成果①荒川知水資料館（amoa）３階の空間活用について

●施設の立地を生かす
・施設にいながら、川にいる感覚を得られる
・住宅地から距離があり、活用の自由度が高い

●参入事業者への配慮
・バリアフリー（車椅子利用も可とする）など、
事業実施のために最低限必要な修繕は必要

・柔軟な運営ができるよう、レイアウトの可変
性や棚の書籍の取扱いに留意する

・内装が古いため、構造体を見せるなど、事業
者が興味を示す設えが必要

具体的なアイデアは吹き出しに記述

川が見える場所に
カウンター席や
テーブル席を配置

・貴重な資料や文献等の
積極的なPR

・参入事業者の意向等に
応じて、本棚を集約

・コンサートや映画の
上映会、パブリッビュー
イング

・ビアガーデン（テラスを
活用した飲食）

東西の窓は開放的
（風が通り抜ける
ように）

既存の模型を活か
し、荒川の生態系
が一目でわかる

●運営方針
・平日と土日で集客力が異なるため、運用形態
を柔軟に使い分けてもよい

・事業者が変わったり、地域の高校生や専門学
校生が運営（チャレンジの場）する飲食施設

・平日の子どもの居場所
（周辺と小学校との連携）

【B班】空間活用の考え方・アイデア



テラス
人工芝を敷いて

映画上映

ギアステーション
（遊具貸出）

テントサウナ
貸出

電車はちょっと
見えない
サウナ

小学生向けに
自由研究の
手伝い・

ワークショップ

ビアガーデン

養ほう

ビール工場

イベント的に
飲食店が出店

ランニング
ステージ

（サイクル）

ゲストハウス

河川のライト
アップに
合わせて

夜のイベント
BBQとか

パブリック
ビューイング

ヨガ・ジム・
ピラティス

コワーキング

図書館の
カフェブース

道の駅
（スーパー）

カフェができたら
テイクアウトが
できたら嬉しい

飲食・会話可
のワーキング
スペース

室内ピクニック
空間

実験教室
企業利用
リトリート

市民提案型
企画スペース

バー
スタンド

サイクリング
の拠点

（シャワー室
など）

トライ
アスロン

地元の野菜を
使った

メニューが
食べたい

水上アクテ
ィビティ後
の休憩空間

アクアリウム
カフェ

学生食堂

ドッグカフェ
神社
カッパ

昼は駄菓子屋
（子供向け）
夜は駄菓子バー
（大人向け）

休憩場所となる
ような親子

で来られるような
メニューがあると

嬉しい

夏休みは近所の
子供達がよく来て
いるので、子供
向けメニューの
あるカフェ

子供たちが
放課後に
集まる場所

船のラジコン
カフェ
カワウソ

アウトドアラボ
・レンタル
・カフェ
・スクール
・ロッカー
・サークル

川キャン

アフタースクール
アクティビティ
スクール

子ども食堂
カフェ

えほんカフェ

キッズ
カンパニー

【 B班 意見交換①ワークシート】

第４回かわまちラボ グループワーク成果①荒川知水資料館（amoa）３階の空間活用



荒川→

第４回かわまちラボ グループワーク成果②検証を通じた広場（親水護岸）整備について

B案︓デッキ撤去・管理用通路設置
デッキを撤去し、旧閘門への流れを阻害しない法線形状で親水
護岸（高水敷）、管理用通路を整備する。
高水敷と管理用通路により、たたずめるスペース・滞留できる
場、親水護岸により水辺に近寄れる場を創出する。

A案︓デッキ活用・現況
デッキを残して活用する。上流側の親水護岸により水辺に近寄
れる場を創出する。
親水護岸背面にたたずめるスペース・滞留できる場を創出する。

約113m荒川→ 水位標

〈評価事項〉 〈懸念事項〉

その他意見やアイデア

・安全管理
・利用ルール
・維持管理コスト

・階段が水中まで続いている、デッキや河川に沿った桟橋の方が水上アクティビティは利用しやすい
・利用用途（水上アクティビティ、休憩等）に応じて、求められる路面長が異なる
・干満があり、対象地周辺は、泥が溜まりやすい（環境改善は難しい）

〈評価事項〉 〈懸念事項〉

・水辺の近くを安全に
歩ける ・水辺の滞在場所が少ない ・水辺の滞在場所が広い



第４回かわまちラボ 意見交換②ワークシート

約113m荒川→ 水位標荒川→

B案︓デッキ撤去・管理用通路設置
デッキを撤去し、旧閘門への流れを阻害しない法線形状で親水
護岸（高水敷）、管理用通路を整備する。
高水敷と管理用通路により、たたずめるスペース・滞留できる
場、親水護岸により水辺に近寄れる場を創出する。

A案︓デッキ活用・現況
デッキを残して活用する。上流側の親水護岸により水辺に近寄
れる場を創出する。
親水護岸背面にたたずめるスペース・滞留できる場を創出する。

船の走行波に
より親水階段
に一気に波が
来ることも

親水護岸が
広いとSUPなど
が放置される

水に入り
やすい整備

石よりも木や
タータン

（ゴム）の床
の方が安全

SUPなどを
置ける芝生

広場
安全講習する
たまり場

干満があり
赤水門の

上流は止水域
泥が溜まる

泥が溜まり
やすい

すべりやすい
ことは前提

低水護岸が
削られない

護岸整備
事故防止や
安全管理

施設や護岸
規模が大きい
と安全管理が

難しい

維持管理
コスト

階段の高さ
（蹴上）を
低く路面を

広く

水の中まで
階段の範囲を
広く確保
河川に沿う

方向

アクティビティ
に使いやすい
桟橋など

水上アクティ
ビティに
使いやすい
デッキ

既存デッキを
桟橋追加と
合わせてルー
トを見直し

既存デッキは
20年くらい
踏板を貼り
換えて補修

川の中の
デッキは貴重

浮桟橋は
簡易の備品

水上アクティ
ビティ用と
滞在用の階段
で必要な路面長

が変わる

赤水門を間近
で見れる価値

河川敷内の
施設を健康
増進などにも
使えるよう
デザイン


